
 

 

                              

 

 

 

 

 

 

2020年６月 30日に申 14号「『変革 2027を踏まえた新たなジョブローテーションの実施について』の検

証等に関する申し入れ」の団体交渉を行いました。不明な点等ございましたら、地本業務部に連絡を下さい。 
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1，「乗務員の見習の技術指導を行う者として特に指定された者」の指定について、新たなジョブローテー 

ションの実施等により、変更点があれば明確にすること。また、その指定にあたり、基準を明らかにする 

こと。また、それらの際には公正・公平に行い、組合員・社員に納得感あるものとすること。 

（回答）これまでどおり、本人の適性等を総合的に勘案し、決定することとなる。 

【主な議論】 

・新たなジョブローテーションの実施により、指導操縦者の考え方は変わらない。 

・指導操縦者と教導がイコールではない。技術指導できる能力を有し、3年以上の実務経験がある方で、 

勤務成績も勘案する。指導員から推薦が上がって、指令や管理者を目指しているなどのステップアップも 

踏まえる。必要な能力を有していることと将来の人材育成の為にも発令している。 

・東労組組合員だから、「乗務員の見習の技術指導を行う者として特に指定された者」に指定しないという 

事はない。不当労働行為を行う意思はない。 

・今回の指定にあたっては、改善の余地、勉強の余地がある。指定行為であるので、誤解のある行為、 

管理者には指導する。フォローが必要であれば、当然、フォローすると思う。… 

 

2，「乗務員の見習の技術指導を行う者として特に指定された者」は、乗務員の見習等も含めたモチベーション

なども考慮し、出来る限り、変更しないこと。 

（回答）状況により、個別に判断していく考えである。 

【主な議論】 

・「乗務員の見習の技術指導を行う者として特に指定された者」は届け出をする為、出来る限り変更したくは 

ない。 

・東労組組合員だからという、不当労働行為を行う意思はない。 

・新たなジョブローテーションの実施により（概ね 10年という考え方があるので）10年目の方が教導する 

のは、考えにくい。… 

 

3，現車訓練の教育担当者は、今施策なども含め、指導員発令など行い安全・サービスレベルアップの向上を図

ること。 

（回答）安全・サービスレベルの向上を図るため、引き続き必要な教育を実施して行く考えである。 

【主な議論】 

・支社として現在の取扱いで問題がない認識。だが、現場長褒章など含め、一つの参考意見にする。 

・現車訓練の教育担当者の手当ては、その方の勤務認証による。（賃金規程 104条の２）… 


